
ーリスクに関する新しいハンドブックは申小企業
を助ける

中小企業(SMEs)の50%は 5年以内に消滅して

しまう、というととが明らかになり、事業を成功

させていくにはリスクを効果的に管理することが

改めて認識されている。中小企業が生き残り、成

長を持続させていくには、今まで以上にリスクを

理解してリスクを管理していかなければならない。

新しいハンドブックは、中小企業が積極的にリ

スクに備えて自身の事業を守るのを助けること

を目的に発行された。 IS031000-リスクマネジ

メントー中小企業のための実践的ガイドは、リス

クマネジメントのプロセスに関する国際規格で

あるIS031000:2009を最大限に活用する方法に

関する実践的指針を提供し、企業の戦略的決定

と日々の業務の双方のベストプラクティスを扱っ

ている。

-多くの中小企業は正式なリスクマネジメントを

行っていない

「大部分の中小企業はかなりの程度までリスク

を管理しているが、中小企業の多くのリーダーた

ちが正式なリスクマネジメントを実行するととを

考えないのは、 正式なリスクマネジメントシステ

ムを必要とするほど大きな企業ではないと信じ

ているか、あるいは会社を運営するので手一杯

だと感じているからである」と、このハンドブッ

クの著者であるジョン・ラーク氏は言う。

「しかしながら、よりよく系統化されたリスク

マネジメントのプラクティスを行う中小企業には

大きなチャンスがある。 IS031000に述べられて

いる原則及び方針に整合するやり方でリスクマ

ネジメントを実行する中小企業は、さらに成功し

て大きく成長するととが可能になる。」

「効果的なリスクマネジメシトは、 もはや大企

業だけが行っているものではない。本ガイドは、

小規模組織のリーダーたちがリスクマネジメント

を効果的に実行することにより、自身の会社を存

続させ成長させるために書かれた。

(注)日本においても総務省のホームページで次のような統計データをみることができる。

ここ10年、日本では毎年約20万社が新しく誕生しているという。

しかし、その20万社は起業してから次のような年の経過で衰退していくそうである。

・ 1 年目 ・・・・・・・・・・・・・・ 約30パーセントの企業が消滅

.5年後 ・・・・・・・・・・・・・・ 約40パーセントの企業が消滅

. 10年後 ・・・・・・・・・・・・・ 約90パーセントの企業が消滅

・ 20年後に生存している企業は0.5パーセント (1000社の5社)

. 30年後に生存している企業は0.025パーセント (10000社の2.5社)

したがって、毎年20万社誕生しているが、 30年後にはたった50社しか生存していないということになる。

【ニュース】ニュース・ダイジエス卜

【特 集】プロセスアプローチ支援ソフトの概要
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「

.15031000の実行をサポートすること

IS031000:2009は、包括的な原則及び指針を

提供することにより、機会及び脅威を特定し、リ

スクを効果的に管理し、活かし、リスクに対応す

るための強力なプロセスをすべての組織が整え

る助けとなる。

IS031000一リスクマネジメント一中小企業の

ための実践的ガイドは、この規格を補足するよう

設計され、チェックリストの形をとり、一連の質

問及び関連した処置によってユーザーがリスク

マネジメントシステムをうまく作れるよう導いて

いる。

「当ガイドは、リスクマネジメントを効果的に

実行する方法について、明確で平易な言葉で説

明している。包括的な目次だけでなく、質疑応答

形式により読者は自分にとって興味ある、または

難しいと思われているリスクマネジメントの課題

及び側面も扱っている。」とラーク氏は説明す

る。

このハンドブックは、 ISO、 ITC (国際貿易セ

ンター)、及びUNIDO (国際連合工業開発機

関)の共同で発行されたが、世界中の企業の大部

分を占める中小企業がリスクをよりよく理解して

管理し、最終的にはその会社を強化することを支

援するように設計されている。

ITCの専務理事を務めるアランカ・ゴンザレス

氏、 UNIDOの総裁を務めるリー・ヨング氏及び

ISO事務局長代理のケビン・マッキンレー氏は、

このガイドがリスクをより認識して管理すること

により、競争力を増し国際貿易への参加を拡大し

ようとする中小企業が実践的で有益な'情報源を

得ることに期待していると述べた。

ハンドブックは各国の標準化団体またはISOス

トアから購入することができる。

まもなくフランス語及びスペイン語版が利用で

きる。

http://wwwおo.org/iso/home/news_index/

news_archive/news.htm?refid=Ref2034 

-収賄防止規格、DI5投票段階に達する

数え切れないほどの国家規格や国際協定が贈

収賄と戦うために制定されてきたが、それにもか

かわらず、望ましい方向へ進む動きはみられず、

贈収賄は相変わらず破壊的であり世界の経済を

2 

蝕んでいる。 ISOは贈収賄防止に役立つ新規格に

チャレンジしている。

贈収賄は、貧困の一因になり、人権を傷つけ、

コストを増やし、製品及びサービスの品質を劣化

させることから、多くの国にとって大きな政治課

題である。多くの国の政府はさまざまな策を施し

それと闘っているが、組織も積極的に自分たちの

役割を果たさなければならない。

ISOは組織が贈収賄を防止するための規格を開

発中であるが、極めて重要な意見照会及び投票

の段階 (DIS) に達している。この段階で開発に

関与するISO専門委員はDIS原案について投票を

行い、それがスムーズにいけば国際規格の発行

は近づく。

IS037001贈収賄防止マネジメントシステム

は、組織が完全性、透明性及びコンブライアンス

の文化を確立して贈収賄と闘うことを支援するよ

う設計されている。規格は贈収賄が起こらないこ

とを保証できないが、組織が増収賄に取り組み、

防止する効果的な手段を実行していく支援となり

得る。

BSIの管理下で本規格を開発しているISOのプ

ロジェクト委員会の議長を務めるネール・スタン

ズペリー氏は、 「本規格を実行することにより多

くの恩恵を受ける」と述べている。

IS037001は、組織が経営者、従業員、外部提

供者、投資家、及びその他の利害関係者に対し

て、贈収賄を防止するための妥当な方策を取って

いるという確証を与えることになる。

原案について意見を述べることに関心がある

方は、各国の標準化団体、 ISO専門委員を通じて

コメントを述べることができる。

IS037001に関する詳細は贈収賄防止に関する

ページをご覧ください。 IS037001は2016年12

月頃に発行される予定である。

http://wwwおo.org/iso/home/news_index/

news archive/news.htm?refid=Ref2040 



⑨事P プロセスアプローチ
支援ソフトの概要

はじめに 3.事業プロセスの閉確化

テクノファではIS09001:2015で要求されてい

る、 「箇条4.4のプロセスアプローチ」並びに「事

業プロセスへの統合」に関して、 「プロセスアプ

ローチ支援ソフト」を開発し、昨年暮れより販売

させていただいています。本稿ではこの「プロセ

スアプローチ支援ソフト」の概要を解説させてい

ただきます。

1. rプロセスアプローチ支援ソフトj の目的

このソフトは IS09001:2008 から

IS0900 1:20 15への移行において、組織が新規格

の要求事項である「プロセスアブローチ」及び

「事業プロセスへの統合」を豊富な事例を参考に

しながら構築することを支援します。適用可能

性、インプット・アウトプット、判断基準・方法な

どのプロセスの要素についても扱っています。

IQMSに必要なプロセス」の設計は、組織の実

施部門がそれぞれ自分たちの守備範囲を明確に

し、顧客満足の向上に向けてプロセスの要素を明

らかにする必要があり、かなり時間のかかる作業

になりますが、本ソフトを使用することで効率的

に、論理的・包括的なシステムの構築ができま

す。

2.プロセスアプローチ支援ソフトのステップ

本ソフトは次のようなステップでプロセスアプ

ローチの計画、設計を推進します。

①事業プロセスの明確化

②QMSに必要なプロセスの明確化

③箇条4.4 a)-h)の要求事項への対応

④規格要求事項のプロセスへの統合の確認
及び適用可能性の決定

⑤作成したデータの審査における活用

⑥箇条4.4b) プロセスの順序及び相互作用
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本ソフトウェアでは、事業プロセスについて

13業種(製造、建設、サービス業)のサンプル」

を用意しています(画面にボタンあり)。御社は

業種ごとのそのサンプルを参考にしながら、御社

の事業プロセス、及びそのプロセスの活動を明確

にしてください。

サンプルの事業プロセス名は汎用的なもので

すので、御社の実態に合わせて次のアクションを

取る必要があります。

. 3業種のサンプルから御社に合う事業プロセス

を選択する。

-選択した業種のプロセス名を修正(追加又は削

除を含む)し、御社の実際の事業プロセスに合

わせる。

・また、 「プロセスの活動」については、画面右

側上の「キーワードカテゴリー」にある業種ご

とのキーワードを参考にする。

3.1 事業プロセス

事業プロセスとは、顧客のために製品又はサー

ビスを創り出す、組織が全員で日常的に行ってい

る活動の集まりをいいます。組織は、顧客に製品

を買っていただくことで利潤を得て成長していけ

ます。すべての組織活動は最終的にはこの顧客に

製品又はサービスを提供する活動に繋がっていま

す。

ちなみに、 IS09001:2015箇条5.1. 1には以下の

注記があります。

「注記 この規格で“事業"という場合，それ

は，組織が公的か私的か，営利か非営利かを問わ

ず，組織の存在の目的の中核となる活動という広

義の意味で解釈され得る。」

32 事業の3分野におけるプロセス

組織には、事業の推進のためにいろいろな種類

のプロセスがあります。事業プロセスの分類の仕

方にはいろいろありますが、多くの識者は次の 3

分野での分類で説明をしています(米マイケル・

ポー夕、マクネア CJ.他)。



1S09001 : 2015箇条0.3.1には、 「プロセスア

ブローチの採用に不可欠と考えられる特定の要求

事項を4.4に規定しているI と記述されていま

す。

プロセスアプローチは、次の①~③を行って、
品質方針及び戦略的な方向性に従うことで「意図

した結果j を達成することを目的にしています。

①プロセスを体系的に定義する。

②プロセスの相互作用を体系的に定義する.

③組織の全体的なパフォーマンスが向上するよう

に、プロセス及びその相互作用をマネジメントする。

プロセスアプローチを実践することにより、次

のことを促進することが可能になるということも

記述されています。

④品質マネジメントシステムを構築し、実施し、

その有効性を改善する。

⑤顧客要求事項を満たす。

⑥顧客満足を向上させる。

プロセスアプローチの実践の仕方において、上

記の①~③が鍵になりますが、①~③の結果は、

一度決定した後、不変のものとするのではなく、

PDCAを回して、改善していくことが必要です。

下図は、プロセスを図示し、その要素の相互作

用を示したものです。管理のために必要な、監視

及び測定のためのチェックポイントは、各プロセ

スに固有なものであり、関係するリスクによって

異なるとされています。

①主要分野
組織は市場で自分たちが提供した製品及びサー

ビスが顧客に買っていただけることで生きていけ

ます。その製品文はサービスに直接閣係するプロ

セスが「主要分野」のプロセスであり、営業、商

品企画、設計、購買、製造・サービス提供(検

査)、出荷などがそのプロセスの代表例として上
げられます。

②支援分野

支援は、組織の製品文はサービスの提供に間接

的に関係するととを意味します。人事、総務、経

理、情報技術管理 (IT) 、品質保証などの組織の

インフラともいえるプロセスです。品質保証は、

組織によっては、主要分野に区分されることもあ

ります。

③経営分野

事業経営に責任を持つトップマネジメント、役

員が行う分野を意味しています。経堂戦略、方針

などを策定する分野で、方針作成、目標管理、顧

客満足、改善、マネジメントレビューなどの活動

を含むプロセスが代表例として上げられます。

「

33 プロセスアプローチとは
プロセスアブローチは、 1S09001: 2015にお

いて、 「組織の品質方針及び戦略的な方向性に

従って意図した結果を達成するために、プロセス

及びその相互作用を体系的に定義し、マネジメン

トすることに関わる」ものと記述されています。

幅一
一

一四一
!物質、エネル

:ギ一、情報

! 例 製品、サー

i ピス、決定の形

で

1 アウトプット活動インプットインプッ トの源泉

後工程のプロセス

例 顧客(内部又は
外部)、他の密接に関

連する利害関係者に

おけるプロセス

物質、エネル

ギ一、情報

例 材料、資

源、要求事項の

形で

前工程のプロセス

例 提供者(内部又

は外部)、顧客、他の

密接に関連する利害

関係者におけるプロ

セス

|…一l潤定するための管理及び l
チェックポイントの倒 | 
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4. 箇条4.4 a)-h)の要求事項への対応

事業プロセスから御社が明確にした iQMSに

必要なプロセスJ (以下、単純にプロセスとい

う)それぞれに対して、 IS09001:2015が要求し

ている箇条4.4.1 a)---h) のうちa)、 Ch dh e) を御
社の実情に基づいて完成させます。

(1) プロセスの主管部門に『該当するプロセス

のa)、 c)、 d)、 e) を実態に照らして記入するJ ょ

う依頼します。その場合、プロセスごとのタート

4.1 JS09001 :2015 箇条4.4の要求

ル図を電子情報か印刷物にして配布します。

(2) 完成したタートル圏を基に、画面の表(箇条

4.4.1についての記述)に a)インプット、 a)アウ

トプット、 c)判断基準、方法、 d)資源、 e)責任・権

限を入力し表を完成させます。

(3) a)インプット、 a)アウトプット、 C)判断基

準、方法、 d)資源、 e)責任・権限などの入力にお

いては、ソフトが提供する各種参考事例をドラッ

グ&ドロップすることができます。

lS09001:20 15 箇条4.4の要求は、 4.4.1と4.4.2に分かれており、概要は以下のとおりです。

4.4.1 (略)

a) プロセスに必要なインプット，及びプロセスから期待されるアウトプットを明確にする。

b) プロセスの順序及び相互関係を明確にする。

C) プロセスの効果的な運用及び管理を確実にするために必要な判断基準及び方法(監視，測定

及び関連するパフォーマンス指標を含む)を決定し，適用する。

d) プロセスに必要な資源を明確にし，及びそれが利用できることを確実にする。

e) プロセスに関する責任及び権限を割り当てる。

f) 6.1の要求事項に従って決定したとおりにリスク及び機会に取り組む。

g) プロセスを評価し，意図した結果の達成を確実にするために必要な変更を実施する。
h) プロセス及び品質マネジメントシステムを改善する。

4.4.2 組織は、必要な程度において，次の事項を行わなければならない。

a) プロセスの運用を支援するための文書化した情報を維持する。

b) プロセスが計画どおりに実施されたと確信するための文書化した情報を保持する。

IS0900 1:20 15 箇条4.4.1の要求心-. h) の

中のb) は、ステップS (プロセスフロー図)で扱

うため、ここのステップ3ではそれを除いたa)、

C)---h) を扱います。

ステップ 3 で対応しなければならないのは、
a)、 c)-.h)ですが、それぞれの内容は次のとおり

です。

a) :インプット、アウトプットを明確にする。

c) :判断基準及び方法(監視、測定、パフォー

マンス指標を含む)を決定する。

d) :必要な資源を明確にする。

e) :責任及び権限を割り当てる。

丹、回、 h) :計画段階では対応しない。

42 タートル図の理解

タートル図は世界で広く使われている「プロセ
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スを説明するチャート」です。自動車業界の認証

基準規格ISO/TS1S949において、タートル図の

作成が推奨されています。航空宇宙産業の規格

JIS9100でも使用されています。

亀のととを英語ではタートル (turt1e) といい

ますが、亀は胴体部分から頭と尾、そして、手足

4本が出ています回プロセスに関係する6項目を
記入するチャートのことを、亀になぞらえてター

トル図と呼んでいます。

本ソフトウェアでは基本形を少し変更して、書

き込みスペースを6箇所から8箇所に増やしてい

ます。 IS09001:2015の箇条4.4.1の要求が8項目

のため、その数に合わせました。本ソフトウェア

で使用しているタートル図のデザインを次頁の図

に基づいて説明しますロ

「



中段の中央:プロセス名を書きます。図表lのチャートでは「商品企画」となっています。そして、その下

に「顧客ニーズの調査、技術動向の調査、他社動向の調査、新商品企画の立案j と書かれて

いますが、プロセスの主な活動を書きます。

中段の左:プロセスの活動において使用されるインプットを書きます。

中段の右:プロセス活動から期待される結果であるアウトプットを書きます。

上段の左:プロセスの活動の判断基準方法を書きます。そこには、監視、測定、パフォーマンス指標

なども含まれます。

.判断基準:活動をする基準となるものを書きます。

・方法:どのように活動するのかを書きます。

c) 判断基準、方法 d) 資源

、

上段の中央:プロセスで必要となる主な資源を決定し、それを書きます。

上段の右:プロセスに関する蓑任・権限を割り当て、それを書きます。

e) 責任・権限

下段の左、中央、右:これら3箇所は空白です。これら 3 箇所の空白部は、運用段階で実施したことを

記入するためのものです。 IS09001:2015箇条4.4.2 ib)文書化した情報の保持」

に該当する記録を作成することができます。
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5.規格要求事項のプロセスへの統合の確認

5.1 1509001 :2015の要求事項を事業プロ
セスに統合する意昧

IS09001:2015では、 QMS要求事項は事業プ

ロセスに統合されなければならないとされていま

す。これは、 2000年頃からISO認証制度に対して

聞かれるようになった次のような批判への対応策

です。

- 認証のためだけのシステムが構築され、日常

の組織活動とは二重になっている。

このようなととを直すために、いわゆるシステ

ムの形骸化を直し、規格が要求していることを日

常の活動の中で実行することを「統合する」とい

う言葉で表しています。

この 「統合するとと」は、御社が日常の活動の

中で実践しなければならないことです。本ソフト

ウェアではその支援として要求事項と rQMSに

必要なプロセス」 との関連付けを行います。

規格の要求事項がどのプロセスと関連するか

が明確になっていないと統合することができませ

ん。その関連が明確になっていないということ

は、すでに形骸化の兆候を示している、或いはす

でに形骸化していると認識しなければならないで

しょう。関連が明確にできれば統合の入口に立つ

ことができます。

52 プロセスに規格の要求事項を関連付け
る作業

規格の要求事項と御社の決めたプロセスを一

つにすることが統合ですが、この作業では規格要

求事項を適用可能なあらゆるプロセスへ関連付

けることを検討します。

ただし例外があります。規格の要求事項が御

社のどのプロセスにも関連付けられないことが場

合によっては起こります。

本ソフトウエアでは規格要求事項をそれぞれ

の箇条が扱っている要求事項の類似性によって、

下記のような①~⑧の8つのグループに分類して

います。

①「トップの関与j グループ

トップが関与することが不可欠な要求事項を

グループ化しています。
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②「計画、目標展開」グループ

QMSの計画、目標展開に関係する要求事項を

グループ化しています。

③ rQMSの改善j グループ

内部監査、不適合 ・是正処置、並びに継続的改

善の要求事項をグループ化しています。

④「顧客関連」グループ

製品及びサービスの要求事項に関係する要求

事項をグループ化しています。

⑤「設計j グループ

設計の要求事項をグループ化しています。

⑥「購買」グループ

外部から提供されるプロセス、製品・サービス

の管理の要求事項をグループ化しています。

⑦ 「製造・サービス提供J グループ

製造及びサービス提供に関係する要求事項を

グループ化しています。

⑧「すべて」グループ

すべてのプロセスに関係しそうな要求事項を

グループ化しています。

プロセスに規格要求事項を特定する際に、グ

ループ①~⑦とグループ⑧とでは考え方が異な

ります。

グループ①~⑦:御社のある特定プロセスに限定

される要求事項です。例えば、① 「トップの関与」

の要求事項は、御社のトップに関係するプロセス

に限定されます。② 「計画、目標展開J の要求事

項は、御社のQMSの計画、品質目標の展開に関

係するプロセスに限定されます。したがって、グ

ループ①~⑦の要求事項は、原則、御社のプロセ

スのどれか一つに割り振られることになります。

グループ⑧:御社のすべてのプロセスと関係する

要求事項です。

〈以上)



「

テクノファ最新ニュース

ぐっと便利!と怒りま本東京駅至近 f
新幹線を降りてすぐ受講が可能です ~東京開催拡充のお知らぜ~
。会場 :TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター(東京都中央区八重洲)
JR r東京駅」日本橋口徒歩4分/東京メトロ「日本橋駅J Al出口徒歩1分

これまでも東京で研修を行ってまいりましたが、この度、皆様からのご好評を受け、より利便性

の高い“東京駅から徒歩圏内の会場"で、研修コースを実施することになりました。

。開催コース(一例)

.審査員研修コース

(IS09001, IS014001, ISO/IEC27001) 
.内部監査員コース

(IS09001, IS014001, ISO/IEC27001) 

沖:ニ*:あったらいいな、がここにある!

1. 1509001 /15014001 
マニzアル樹すサポートサービス

御祉のISO晶質/環境マニュ7ルを

お預かりして量短3目で

〆現行規格と改町規格の差分を顕在化させ、
Jマニュアルを2015隼販に合わせた構成にし
〆さらに追加/変更になった要求事項の解説も
付付て、

改町マニZアル原農を戻します。

-新規格対応コース

ー審査員資格移行コース (IS09001 ， lS014001) 

ー内部監査員移行コース (IS09001 ， lS014001) 

ー規格解説コース(lS09001， IS014001) 

*他にも開催予定コースがございます。

これぞ、 2015年版移行の強い味方沖:ニ*:

2. 1509001 :201 5対応
プロセスアプローチツール

移行審査の準備が一気に進みます1

J新要求事項・事業プロセスがわかり、

J強化されたプロセスアプローチ対応ができ、
J全祉を巻き込むQMS構築(2015年販制j) が
できます

ソフトウエアのダウンロード型タイプ/使いこなす

ための講習会も別途ございます(オプション)

企画・編集/株式会社テクノファ
干210-0006 川崎市川崎区砂子 1-10-2 ソシオ砂子ピル
TEL:044-246-0910 FAX:044-221-1331 

ホームページ=柏町://www.technofer.∞.jp/ 
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